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は じめ に

北 海 道 に は冬 期 相 当 数 の 渡 来 が 確 認 さ れ る オ オ

ワ シ(Ho〃06伽5ρ6108∫c配 ∫)と 、冬 期 に渡 来 が

確 認 さ れ 、 また 主 に東 部 ・北 部 な どで 少 数 繁 殖 す

る オ ジ ロ ワ シ(Ho:1∫0:66'1450:1わ'C∫110)が 知 られ

て い る。 そ の 個 体 数 は両 種 共 に減 少 傾 向 に あ る と

さ れ て お り、 本 格 的 な調 査 と保 護 対 策 が 行 わ れ る

よ う に な っ て きた が 、 未 だ 両 種 の 生 態 に つ い て は

不 明 な部 分 も多 い 。

そ の生 態 の 中 で 注 目す べ き こ と に、 オ オ ワ シ、

オ ジ ロ ワ シ を誘 引 す る餌 に 関 す る こ とが 上 げ られ

る。 近 年 水 辺 環 境 が 変 化 す る 中 で 供 給 さ れ る 自然

の 餌 資 源 は 限 られ た も の に な りつ つ あ るが 、 そ の

よ う な 中 、 人 為 的 な餌 資 源 の供 給 が オ オ ワ シ 、 オ

ジ ロ ワ シ に とっ て 大 き な意 味 を持 つ もの とな っ て

い る と考 え られ る。 人 為 的 な餌 資 源 に は漁 業 や水

産 加 工 品 の生 産 過 程 にお い て廃 棄 され る い わ ゆ る

雑 魚 な どが 上 げ られ るが 、 この よ う な廃 棄 物 が 両

種 の 生 態 に どの よ う に影 響 して い るの か を 明 らか

にす る こ とは重 要 で あ る と思 わ れ る 。

本 研 究 で は網 走 湖 を調 査 地 と定 め 、 飛 来 す る オ

オ ワ シ、 オ ジ ロ ワ シの 個 体 数 の 変 動 を調 査 した 。

さ ら に、 個 体 数 の 変 動 に影 響 を 及 ぼ して い る と考

え られ る環 境 の 変 化 や 餌 資 源 の 供給 につ い て も調

べ た 。

調 査 地 の 概 要 と調 査 方 法

① 位 置 ・面 積;網 走 湖 は 網 走 市 の南 、 北 緯43.

57'東 経144.10'に 位 置 す る面 積3287ha(周 囲

44km,長 径11km,中 央 径4km)、 最 大 水 深16.8mの

汽水 湖 で あ る。

② 気 候;海 洋 性 の気 候 で 冬 期 は北 西 の 季 節 風 が

吹 き、 気 温 は低 く2月 の 平均 最 低 気 温 は 一ll℃ 、

平 均 最 高 気 温 は 一3℃ で あ る。 湖 面 は12月 初 旬 か

ら4月 下 旬 まで ほ ぼ 全 面 結 氷 す る 。

図1.調 査 地 地 図 凡 例OA～OJ;漁 場

●;分 配場(====);自 動車滑 走試験路

③ 自然 環 境;湖 周 辺 は ほ とん どが 農 業 地 帯 で 、

調査 地 の 女 満 別 湖 畔 か ら呼 人 半 島 にか け て は 天 然

広 葉樹 林 や湿 地 が あ り、 ハ ン ノキ 、 ヤ チ ダ モ 、 ハ

ル ニ レ、 カ ツ ラ 、 低 木 に は ツ ル ア ジサ イが 混 生 し

て い る。

④ 利 用 状 況;網 走 湖 は網 走 国 定公 園 に含 まれ 、

森 林 は 風 致 保 安 林 また は鳥 獣 保 護i区 に指 定 され て

い る。 網 走 湖 の利 用 と して は 、 年 間 を通 じて 漁 業

が 行 わ れ て お り、 冬 期 に は漁 業 者 に よ る ワ カ サ ギ

漁 と、 一 般 の レ ク リエ ー シ ョ ン と して の ワ カ サ ギ

釣 りが行 われ て い る 。 湖 面 を ス ノ ー モ ー ビル が 走
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行 す る ほか 、呼 人 ・女 満 別 湖 畔 で 自動 車 の 氷 上 走

行 テ ス トが 行 わ れ る 。

調 査 地 範 囲 は網 走 湖 の 呼 人 ～女 満 別 の 遊 歩 道 周

辺 お よび 女 満 別 湖 畔 で あ る(図1)。

調 査 期 間 は1995年ll月 か ら1996年4月 ま で の5

ヶ月 間 で あ る。ll月 はll日 間 、12月 は14日 間 、1

月 は10日 間、2月 はll日 間 、3月 は10日 間、4月

は8日 間 の 合 わせ て64日 調 査 を行 った 。 調 査 時 間

は午 前6時 前 後 か ら午 後15時30分 前 後 と し、 調 査

開始 時 刻 か ら12時 まで を午 前 、12時 か ら終 了 ま で

を午 後 と して記 録 した 。 しか し、悪 天 候 な どに よ

り どち らか が 記 録 で きな い 場 合 が あ っ た 。

調 査 項 目 は以 下 の5項 目で あ る。

1,オ オ ワ シ とオ ジ ロ ワ シの 個 体 数

2,採 餌 行 動 を 中心 に 両 種 の 個 体 の行 動 を観 察

3,天 候(気 温 ・風 力 ・日照)と 湖 面 の 結 氷 状 況

4,漁 業 の 方 法 と内容

5,レ ク リエ ー シ ョ ンな どの 人 の活 動

オ オ ワ シ とオ ジ ロ ワ シの 個 体 数 調 査 は 、成 鳥 ・

亜 成 鳥 ・幼 鳥 に 分 け て 行 っ た 。 そ れ ぞ れ の年 令 の

識 別 は 以 下 の定 義 で行 っ た。

オ オ ワ シ;成 鳥:体 の 大 部 分 が 黒 褐 色 で 、 雨 覆 ・

尾 羽 ・腿 ・額 が 完 全 に 白 い もの 。 混

ざ りの な い鮮 や か な黄 色 い噛 、 また 、

虹 彩 が 黄 色 い もの 。

幼 鳥:顔 に黒 味 が 強 く、 全 身 ほ ぼ 暗 褐

色 。 尾 羽 は灰 色 を帯 び 、腹 ・脇 ・腿

に は暗 褐 色 と 白色 ま た は褐 色 の 斑 が

見 ら れ る 。 嚇 は 淡 い黄 色 に褐 色 を帯

び て 、虹 彩 は褐 色 の もの 。

亜 成 鳥:成 鳥 、 幼 鳥 の識 別 にあ て は ま

ら な い もの 。

オ ジ ロ ワ シ;成 鳥:頭 部 か ら胸 に か け て 白味 を帯

び た 淡 褐 色 を して お り、 体 後 半 は

褐 色 だ が 、 尾 羽 は ほ ぼ 白色 の もの 。

嚇 は 淡 い 黄 色 で 、 混 ざ りの な い も

の 。虹 彩 は 黄 色 の もの 。

幼 鳥:全 身 が 褐 色 で 黒 褐 色 や 淡 褐 色

斑 が 混 じ り、 尾 羽 も褐 色 。 囁 は 先

端 が 黒 灰 色 が 占 め 、 基 部 に 黄 色 が

見 られ る。 虹 彩 は褐 色 の も の 。

亜 成 鳥:成 鳥 、 幼 鳥 の 識 別 に あ て は

ま ら ない もの 。

観察による個体への影響を最小限にするために

常 に一定の距離 を保つように、初冬 には湖岸の遊

歩道上から観察 し、湖面が完全に凍結 してからは

岸沿いに湖面を歩 きながら調査 した。

また、上記項 目のほか、調査地の環境や湖面の

結氷状況、漁業活動等ワシ類の生息に関連する事

項 を合わせて記録 した。

結 果

1)オ オ ワ シ お よ び オ ジ ロ ワ シの 個 体 数 変 動

(1)オ オ ワ シ

月 毎 に調 査 日の 午 前 と午 後 の最 大 個 体 数 を表1

に ま とめ た。 オ オ ワ シはll月 には ま っ た く観 察 さ

れ ず 、12月 に 入 って 観 察 され る よ う に な り、2月

の 中 旬 を ピー ク と して4月 下 旬 まで 観 察 で きた 。

12月 に は 上 空 を飛 翔 す る個 体 が 多 か っ たが 、1月

に入 る と湖 岸 に 止 ま る もの が増 え は じめ 、樹 木 や

凍 結 した湖 面 に い る姿 が 頻 繁 に 観 察 で きる よ うに

な っ た。2月 には 毎 回 観 察 で き、 そ の 数 も常 に5

羽 以 上 で あ っ た 。 この 月 の個 体 は 氷 上 で も観 察 で

き たが 、湖 岸 の樹 上 の 方 が よ り多 く見 られ た 。 ま

た 、 氷 上 と樹 上 を移 動 す る個 体 も多 か っ た 。3月

も そ の傾 向 は 続 い た。4月 に は気 温 が 急 激 に上 昇

し氷 が 緩 み 始 め 、 日中湖 に止 ま る個 体 は 続 け て 観

察 され た が 、 個 体 数 は2月 、3月 に比 べ 大 幅 に減

少 した 。個 体 の 多 くは解 氷 部付 近 の 氷 上 に い た 。

午 前 と午 後 に観 察 した 成 鳥 ・亜 成 鳥 ・幼 鳥 そ れ

ぞ れ の 最 大 個 体 数 の 合計 を月 毎 の1日 平均 個 体 数

と して 図2に 示 した 。 成 鳥 ・亜 成 鳥 ・幼 鳥 毎 に そ

の個 体 数 変 動 の傾 向 を見 て み る と 、成 鳥 は12月 か

ら3月 まで は亜 成 鳥 ・幼 鳥 よ り も常 に 多 く確 認 さ

れ て い る。 そ の た め オ オ ワ シ の個 体 数 の 増 減 は成

鳥 の 増 減 に よっ て い た と言 え る 。 亜 成 鳥 ・幼 鳥 に

関 して は 日に よ って そ の 変 動 が 大 き く、 個 体 数 は

一 定 で は な か っ た 。12月 、1月 と調 査 期 間 の前 半

は 幼 鳥 に比 べ 亜 成 鳥 が 多 く確 認 され たが 、2月 か

ら4月 に か け て は 幼 鳥 が 多 く確 認 され た 。

(2)オ ジ ロ ワ シ

月毎 に調 査 日の 午 前 と午 後 の 最 大 個 体 数 を表2

に ま とめ た 。 オ ジ ロ ワ シ は 調査 開 始 月 のll月 よ り

確 認 され 、2月 の 中旬 を ピー ク に4月 下 旬 まで 観

察 され た 。11月 の観 察 個 体 はす べ て成 鳥 で あ っ た

が 、12月 は成 鳥 の ほ か 亜 成 鳥 や幼 鳥 も確 認 さ れ始
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表1.各 調査 日におけるオオワシの最大個体数 凡例 M/午 前A/午 後 一/無 調査
*/ワ カサギ漁が行われた日
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め た。1月 に入 る とオ ジ ロ ワ シ の個 体 数 は 大 き く

増 加 を始 め 、2月26日 の 午 前 に は調 査 期 間 中最 大

の72羽 を記 録 した 。3月 の 個 体 数 は2月 よ り減 少

した が 、1月 の 個 体 数 よ りも多 か っ た 。4月 に 入

る と大 き く減 少 した。

オ ジ ロ ワ シ の観 察 され た位 置 は 、 湖 面 の 結 氷 状

況 に関 わ らず 湖 岸 の 森 林 の 樹 上 で 観 察 され た 。 一

方 、 湖 面 が 凍 結 す る 前 と後 を比 較 す る と、 凍 結 後

は 湖 面 に よ り近 い樹 木 を多 く利 用 して い た の に 対

して 、 凍 結 前 は 森 林 の や や奥 に あ る樹 木 も利 用 し

て い た。 凍 結 後 は 氷 上 で の観 察 も多 か っ た 。4月

に入 っ て か らは樹 上 よ り も氷 上 の 解 氷 部 の縁 にい

る こ とが 多 か った 。 午 前 と午 後 に観 察 した 成 鳥 ・

亜 成 鳥 ・幼 鳥 そ れ ぞ れ の最 大 個 体 数 の合 計 を月 毎

の1日 平 均 個 体 数 と して 図3に 示 した 。 成 鳥 ・亜

成 鳥 ・幼 鳥 毎 に そ の個 体 数 変 動 の 傾 向 を見 て み る

と、成 鳥 は11月 か ら3月 まで 亜 成 鳥 ・幼 鳥 よ り も

常 に 多 く、 オ ジ ロ ワ シ の 個 体 数 の増 減 は 成 鳥 の増

減 に よっ て い た と言 え る 。 成 鳥 の 個 体 数 はll月 か

ら2月 にか け て は常 に 亜 成 鳥 と幼 鳥 の 合 計 よ り多

いが 、3月 と4月 は亜 成鳥 とほぼ 同 じ数 で あ った 。

亜 成 鳥 は12月 か ら観 察 さ れ る よ う に な り、3月 に

図2オ オワシの午前・午後を合わせた月毎の一日平均最大個体数の変

(単位=羽)
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図2.オ オワシの午前 ・午後 を合わせた月毎の一
日平均最大個体数の変動

最 も多 く観 察 され た。

オ オ ワ シ とオ ジ ロ ワ シの 個 体 数 を比 較 して み る

と、調 査 期 間 を通 じて オ オ ワ シ よ り も オ ジ ロ ワ シ

の方 が 多 い とい う結 果 が 得 られ た。12月 の個 体 数

は 両 種 共 少 な か っ た が 、 オ オ ワ シは 観 察 さ れ な か

っ た 日が 多 か っ た の に対 して オ ジ ロ ワ シ は ほ ぼ 毎

日観 察 され た 。1月 か ら3月 まで の 個 体 数 変 動 の

傾 向 は両 種 共 同様 で 、1月 か ら増 加 を始 め2月 を

最 高 に3月 下 旬 か ら徐 々 に減 少 し た。4月 に は オ

オ ワ シ は急 激 に 減 少 し、 日に2個 体 を越 え る こ と
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園川 さ ぎ り

表2.各 調 査 日 にお け る オ ジ ロ ワ シの 最 大 個 体 数 凡例 M/午 前A/午 後 一/無 調 査
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は な か っ た の に対 して 、 オ ジ ロ ワ シは5個 体 を観

察 す る こ と も多 か っ た 。
図3オ ジロワシの午前・午後を合わせた月毎の…日平均最大個体数の変

2)ワ カ サ ギ 漁 か ら供 給 され る餌 資 源

冬 期 氷 結 した湖 上 で行 わ れ る ワ カ サ ギ 漁 か ら供

給 さ れ る 雑 魚 が オ オ ワ シ と オ ジ ロ ワ シの 主 要 な餌

と考 え られ る 。 漁 の 期 間 は1996年1月9日 ～3月

30日 の82日 間 で あ り、 漁 が 行 わ れ た 日 は期 間 中63

日 間、 休 漁 日は19日 間 で あ った 。 漁 期 中本 研 究 で

個 体 数 調 査 を 行 った の は32日 で 、 そ の うち 漁 が 行

わ れ た 日 は27日 、 休 漁 日は5日 で あ っ た 。 この 期

間 中 の ワ カサ ギ 漁 獲 量 は西 網 走 漁 業 組 合 に よる と

196.6tと な っ た 。

漁 は3～4人 が1組 と な っ て 、 呼 人6組 ・女 満

別2組 ・嘉 多 山2組 の計10組 総 計30名 以 上 で行 わ

れ る 。 規 定 と して午 前8:00～ll:00ま で の3時 間

に漁 を行 い 、 日曜 が 休 漁 と な っ て い る 。 氷 に 開 け

た穴 か ら網 を引 き上 げ る 時 間 は約30分 で あ り、 こ

(一単{立;羽)
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図3.オ ジ ロ ワ シの 午 前 ・午 後 を合 わ せ た 月毎 の
一 日平 均 最 大 個 体 数 の変 動

れ を1日 平 均6回 行 う。 漁 場 の位 置 は必 要 に応 じ

て 移 動 す るが 、 そ の ほ と ん どが 湖 岸 に近 い比 較 的

水 深 の 浅 い とこ ろ に 設 け ら れ て い る 。 一 つ の漁 場

に は3つ 穴 が 開 け られ 、 大 き さは横 が 約1m50cm,

縦 は 約70cm程 で 、 漁 が 終 わ る と3～40分 後 に は氷
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結 し閉 じて しま う。 調査 地 にお け る 漁 場 の 位 置 は

図!に 示 した通 りで あ る。 た だ 、 同 一 の 漁 場 に対

して 漁 師 の 組 が 変 わ っ た り、 漁 を行 わ な い 日が あ

っ た 。 ワ カサ ギ に混 ざっ て 水 揚 げ され た 雑 魚 は漁

場 の 氷 上 に廃 棄 さ れ た 。 ま た、 呼 人 と女 満 別 湖 畔

の氷 上 に はそ れ ぞ れ 分 配 場 が あ り、 ワ カサ ギ を集

め 各 個 人 に分 配 す る 際 に 再 度 雑 魚 が氷 上 に廃 棄 さ

れ て い た 。 雑 魚 に は ウ グ イ、 ヌ マ ガ レ イ、 ア メ マ

ス 、 チ カ、 フ ナ 、 キ ュ ウ リ ウ オ 、 コイ 、 ト ミ ヨそ

して まれ にヤ ツ メ ウ ナ ギ 等 で 、 ウ グ イ が 最 も多 か

っ た 。雑 魚 は大 部 分 が廃 棄 され る が 、 一 部 を漁 師

が 持 ち帰 る場 合 もあ る 。1回 の 網 上 げ で か か る雑

魚 の 量 と種 類 は一 定 で は な く、 漁 師 の 組 の 違 い や

作 業 行 程 の 違 い な どで 廃 棄 の 量 や場 所 が 異 な っ て

い た 。

ワ カサ ギ 漁 が 行 わ れ た 期 間 に飛 来 した オ オ ワ シ

とオ ジロ ワ シは 、廃 棄 され た雑 魚 を餌 に してい た。

オ オ ワ シ と オ ジ ロ ワ シ が 湖 岸 の 樹 上 や氷 上 に集 ま

る の は 、 漁 師 が 湖 面 で準 備 を始 め る7時30分 頃 か

らで あ る 。 雑 魚 が氷 上 に 投 棄 さ れ、 漁 師 が そ の 場

を離 れ る と真 っ先 に 漁場 に近 づ くの は トビで あ っ

た 。 オ オ ワ シ と オ ジ ロ ワ シ は そ の トビの 群 に加 わ

る こ とは な く、 近 くの樹 上 や 少 し距 離 を置 い た氷

上 に 止 ま っ て い た 。 トビは 廃 棄 され た雑 魚 を直 接

取 り に行 き、 小 型 の魚 類 は ほ とん どそ の 場 で 採 餌

し大 型 の魚 類 は森 林 内 に持 ち帰 る行 動 が見 られ た。

オ オ ワ シ と オ ジ ロ ワ シ は トビが 大 型 の 魚 を持 ち運

ぶ と ころ を襲 い 、 魚 を奪 う行 動 が 見 られ た 。 ワ シ

同士 で も奪 い 合 い が 見 られ 、 奪 っ た魚 は 氷 上 や 森

林 内 で摂 食 され た が 、 上 空 で 丸 飲 み す る こ と もあ

っ た 。 この よ う な オ オ ワ シ、 オ ジ ロ ワ シ、 トビ の

摂 食 活動 に よ り、 一 つ の 漁 場 で の雑 魚廃 棄 数 が 約

100匹 程 度 の 場 合 な ら15分 ～30分 程 で ほ とん ど無

くな り、12時 頃 まで には 氷 上 に魚 は無 くな っ て い

た 。 漁 が 終 わ り、湖 畔 の 分 配 場 に雑 魚 が 捨 て られ

る と、 オ オ ワ シ 、 オ ジ ロ ワ シ、 トビが 漁 場 か ら湖

畔 へ 移動 した 。 湖 畔 で廃 棄 され る量 は 漁 場 に比 べ

る と少量 で あ っ たが 、 集 ま っ た オ オ ワ シ と オ ジ ロ

ワ シ は氷 上 や キ ャ ンプ場 の 樹 上 に止 まっ て 漁 師 の

活 動 が 終 わ るの を待 ち 、 漁 師 が 去 っ た 後 に魚 を採

食 した 。

廃 棄 され た 雑 魚 の種 類 や 大 きさ に よっ て ワ シ類

の採 食行 動 に違 い が あ り、 大 型 の魚 は まず 内 臓 や

眼 を摂 食 す る傾 向 が見 られ た 。 ま た 、 ヌ マ ガ レイ

や ウ グ イが 先 に採 食 され ア メ マ ス が 遅 くまで 残 る

な どの 嗜 好 性 も見 られ た 。 ワ シ類 の多 くは13時 頃

まで に は飛 去 し、 残 っ た ワ シ も15時30分 頃 ま で

に は 見 られ な くな っ た 。 ま た飛 去 した 方 向 は個 体

に よっ て 異 な っ た。

湖 面 が 完 全 に凍 結 して い る期 間 の 中 で 、 そ の 日

の 漁 が 終 わ っ た後 に湖 面 上 で ワ シ類 が 自力 で 餌 と

な る もの を捕 ら え た行 動 は 観 察 で きな か っ た 。

3)湖 面 結 氷 の 変 化 に伴 う ワ シ類 の 行 動

湖 の 凍 結 は12月9日 前 後 に は女 満 別 や 呼 人 湖 岸

の岸 辺 近 くか ら始 まっ た の を確 認 した 。12月16日

に は 女 満 別 の 湾 内 が 全 体 に 白 く凍 結 し、12月18

日に は 山 下 岬 の湖 面 まで 凍 結 した 。調 査 年 の湖 の

全 面 氷 結 は 前 年(1994年)に 比 べ!週 間 ほ ど遅 く、

12月 中 は一 端 結 氷 した 氷 が 緩 む こ と もあ っ た。

4月 に入 る と結 氷 が 急 激 に緩 み 、4月3日 に は

網 走 川 の 水 が 流 入 す る と こ ろ か ら開氷 部 が 確 認 で

きた 。4月ll日 頃 に は湖 の 中央 部 に まで 開氷 部 が

拡 大 し、 この 解 氷 部 の縁 に オ オ ワ シ、 オ ジ ロ ワ シ

が観 察 され た。 さ らに 、 この 解 氷 部 で オ ジ ロ ワ シ

の 亜 成 鳥 が 魚 を捕 る行 動 が 観 察 され た 。 こ こ に は

ハ クチ ョウ類 や カ モ類 が 飛 来 して い るの が 見 られ

た が 、 ワ シ類 が そ れ らの 鳥 類 を補 食 した の を観 察

す る こ とは で きな か っ た 。

考 察

1,オ オ ワ シの 個 体 数

オ オ ワ シ は10月 の 中 旬 か ら北 海 道 へ の 渡 来 が確

認 され て お り、 そ の個 体 数 は11月 に入 っ て増 加 の

傾 向 を示 す(伊 藤1991)。 ま た 、知 床 半 島 へ の南

下 もll月 中 に確 認 され て い る(森1980)。 しか

し、網 走 湖 にお け る本 調 査 の 結 果 で は 網 走 湖 に お

い て11月 中 に オ オ ワ シ は確 認 され ず 秋 期 の 渡 りの

初 期 に は 網 走 湖 を通 過 して 南 下 した こ とが 考 え ら

れ る 。

越 冬 期 の オ オ ワ シ は 餌 資 源 の分 布 に応 じて分 散

して い る(オ ジ ロ ワ シ ・オ オ ワ シ合 同 調 査 グ ル ー

プ1996)。ll月 、12月 に網 走 湖 オ オ ワ シの 飛 来

が 乏 しい とい う こ とは 、 こ の時 季 には 網 走 湖 よ り

も他 の オ ホ ー ツ ク 沿 岸 地 域 の方 が豊 か な餌 資 源 を

有 して い る と考 え られ る。1月 か ら3月 の3ヶ 月

間 は オ オ ワ シ の個 体 数 が 増 え 、 ワ カサ ギ 漁 が 大 き

く影響 して い る と考 え られ た 。1月9日 か ら3月
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表3.ワ カサ ギ漁 の有 無 に よ る オ オ ワ シ の 個 体 数

の 比 較(午 前)

漁日 休漁日

総 日数(日) 27 5

一日平均個体数(羽) 9.2 2.4

(P:0。2～0.1)

表4.ワ カサ ギ 漁 の有 無 に よ る オ オ ワ シ の個 体 数

の 比 較(午 後)

漁日 休漁日

総 日数(日) 25 4

一日平均個体数(羽) 2.44 0.5

(P:0.2～0。1)

表5.ワ カサ ギ 漁 の 有 無 に よ る オ ジ ロ ワ シ の個 体

数 の 比 較(午 前)

漁 日 休漁 日

総 日数(日) 27 5

一日平均個体数(羽) 27.3 5.6

(P:0.2～0.05)

30日 まで の 漁 期 中 で 、 漁 が 行 わ れ た 日の 午 前 と休

漁 日の午 前 の オ オ ワ シ の個 体 数 に は有 意 な 差 が 認

め られ(表3)ワ カサ ギ 漁 で 廃 棄 さ れ る 雑 魚 は オ

オ ワ シ を 誘 引 す る要 因 の 一 つ で あ る こ とが 確 認 さ

れ た。 また 、 漁 が 行 わ れ た 日の 午 後 と休 漁 口の 午

後 の 個 体 数 の 比 較 か ら も 有 意 な差 が 得 られ(表

4)、 午 前 中 の 漁 で 残 され た 雑 魚 に オ オ ワ シが 引

き続 き誘 引 され て い た こ とが 考 え られ た 。 漁 が 終

了 した4月 に は個 体 数 が大 幅 に減 少 した こ とか ら

も、 漁 が オ オ ワ シ に強 い 影 響 を及 ぼ して い た こ と

は明 らか だ と考 え られ た。

オ オ ワ シの 令 構 成 を見 る と、3月 ま で は 成 鳥 が

亜 成 鳥 や幼 鳥 よ り も多 く、4月 に 入 る と亜 成 鳥 と

幼 鳥 が 成 鳥 よ り多 くな り、 渡 去 期 に 入 っ て も成 鳥

よ り亜 成 鳥 ・幼 鳥 が遅 くまで残 った と考 え られ た。

この こ とは 過 去 の 調 査(オ ジ ロ ワ シ ・オ オ ワ シ合

同 調 査 グ ル ー プ1985,1988)と 同様 で あ った 。

2,オ ジ ロ ワ シの個 体 数

網 走 湖 周 辺 で は過 去 に オ ジ ロ ワ シ の繁 殖 が 確 認

され て い る が 、ll月 に観 察 され た全 て が 成 鳥 で あ

り、 一 度 に2羽 以 上 の 観 察 は 無 か っ た こ とや 、 決

ま っ た樹 木 上 で の 観 察 が 多 か っ た こ とか ら11月 に

観 察 され た個 体 は 同 一 個 体 で、 こ こで 繁 殖 して い

る つ が い の 可 能 性 が 高 い と思 わ れ た 。 また 、12月

以 降 の 調 査 で観 察 され た個 体 に も繁 殖 個 体 が 含 ま

れ て い る可 能 性 が 高 い 。11月 中 は 渡 り と思 わ れ る

個 体 が 確 認 で きな か った こ とか らオ オ ワ シ と同様

に 渡 来 初 期 の オ ジ ロ ワ シ は網 走 湖 を通 り過 ぎる か 、

また は 網 走 湖 以 外 に 分 布 して い る と考 え られ た 。

12月 は オ オ ワ シ と比 べ る と湖 に3～4時 間程 止 ま

る個 体 が 多 く、魚 を捕 獲 しよ う とす る行 動 も観 察

され た 。1月 か ら3月 の3ヶ 月 間 は ワ カサ ギ漁 が

大 き くオ ジ ロ ワ シ に 影 響 して い る と考 え られ た 。

1月9日 か ら3月30日 まで の漁 期 中 で 、 漁 が 行 わ

れ た 日の 午 前 と休 漁 日の 午 前 の オ ジ ロ ワ シ の個 体

数 に は 有 意 な差 が あ り(表5)、 オ オ ワ シ 同様 漁

は オ ジ ロ ワ シ を誘 引 す る要 因 の 一 つ で あ る こ とが

確 認 され た。 漁 が 終 了 した4月 に は そ の 個 体 数 が

大 幅 に減 少 した こ とか ら も漁 が オ ジ ロ ワ シ に影 響

を 及 ぼ して い る と考 え られ た。 しか し、 オ オ ワ シ

と比 較 す る と4月 に 入 って も開氷 部 に止 ま る個 体

は 多 く、 湖 水 中 の 魚 を捕 獲 す る行 動 が 観 察 さ れ た

こ とか ら オ オ ワ シ よ りも生 きた魚 を捕 獲 す る こ と

が 多 い と推 測 さ れ た 。

オ ジ ロ ワ シの 令 構 成 を見 る と、11月 か ら3月 中

旬 まで は 成 鳥 が 亜 成 鳥 や 幼 鳥 よ り も多 く、3月 中

旬 以 降 は 亜 成 鳥 の方 が 多 くな り、 オ オ ワ シ 同様 成

鳥 よ り も亜 成 鳥 の方 が 遅 くまで 滞 在 して い た こ と

が 考 え られ た。

網 走 湖 にお け る冬 期 の オ オ ワ シ とオ ジ ロ ワ シ の

食 性 は 漁 か ら供 給 され た 餌 に依 存 して い た 。 今 回

の結 果 か ら、 厳 冬 期 の 網 走 湖 は オ オ ワ シ と オ ジ ロ

ワ シ の 重 要 な越 冬 地 の 一 つ と な っ て い た と考 え ら

れ る 。 しか し、供 給 され る餌 は ワ カ サ ギ 漁 の 期 間

内 に 限 られ 、 漁 期 以 外 の 期 間で は少 数 が 止 ま る に

す ぎな い 。 網 走 湖 が 越冬 地 と な り得 て い る最 大 の

要 因 は餌 が 漁 に よっ て確 保 され て い る こ とで あ る

が 、加 え て 保 全 区域 と して 守 られ て い る湖 畔 の 自

然 林 の 存 在 が 大 きい。

一 方
、 オ オ ワ シ お よび オ ジ ロ ワ シ の 越 冬 地 と し

て の条 件 は 不 安 定 な もの で あ る と言 え る 。氷 上 で

の雑 魚 の 廃 棄 は ワ カ サ ギ 漁 に とっ て必 然 性 を有 す

る もの で は な く、漁 法 の 変 化 な どに よ り餌 条 件 が

急 激 に悪 化 す る可 能 性 も考 え られ る 。 人 間 活 動 に

餌 資 源 の 多 くを依 存 して い る とい う現 状 は両 種 の

安 定 した 生息 条 件 を保 証 して い る と は言 い難 い。
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現在の、自然環境下での餌資源の減少が人為的な

餌に頼ることにつながってお り、自然界の餌資源

の回復が重要であると考えられる。

要 約

網 走 湖 に飛 来 す る オ オ ワ シお よ び オ ジ ロ ワ シの

個 体 数 を調 査 し、 そ の6ケ 月 間の 変 動 とそ の 要 因

となる もの につ いて 考 察 した。

1)調 査 を行 っ た6ヶ 月 の 期 間 中、 網 走 湖 に飛 来

した オ オ ワ シお よ び オ ジ ロ ワ シの 個 体 数 に 変 動 が

見 られ た 。 そ の 変 動 は両 種 が 北 海 道 で越 冬 す る時

期 と重 な っ て い た。 さ らに 、1月 か ら3月 まで 行

わ れ た ワ カ サ ギ 漁 か ら、餌 と な る魚 類 が 供 給 され

た こ とが両 種 に影響 を及 ぼ して い る と考 え られ た 。

2)網 走 湖 に飛 来 す る オ オ ワ シお よ び オ ジ ロ ワ シ

の 個 体 数 が 、 ワ カサ ギ 漁 期 間 中 に著 しい増 加 を見

せ た こ と、 ま た 、 両 種 個 体 が 廃 棄 され た雑 魚 を採

餌 す る 行 動 が 見 られ た こ とか ら、 漁 活 動 が 両 種 を

網 走 湖 へ 誘 引 す る 要 因 の 一 つ とな っ て い る こ とが

解 っ た。

3)本 調 査 に よ り、網 走 湖 が オ オ ワ シお よ び オ ジ

ロ ワシに とって越 冬地 とな り得 ている こ とが解 った
。

しか し、越 冬 地 と して機 能 で き る最 大 の 要 因 が 人

為 的 餌 資 源 の 供 給 で あ り、生 息 条 件 と して は 大 変

不安 定 な もの で あ る と考 え られ た 。
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